
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
 

 

 学 校 名 中津川市立坂本小学校 

実 施 期 間     平成２６年１１月１５日（土） 

       １１月２０日（木）～１２月１日（月） 

実 施 概 要    ①家族参観日  ②保護者とけん玉大会   ③親子で命の教育講演会 

  ④保護者との個別懇談 ⑤からすみづくり講習会 

実 施 内 容  学習・取組の分野 

   レ自然   レ歴史   レ文化   □産業   □その他 

 公開の方法 

  レ授業公開 レ成果発表 レ交流活動 レ講演会等 

 

  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数  保 護 者       １６０４      人  

  計      １６０８  人 

 地域関係者            ４     人 

実 施 状 況     １１月１５日（土）に全校授業参観を行った。当日は、なかよし（特 

 別支援学級）・低学年と高学年とに分け、２時間目と３時間目の授  

 業を公開した。昨年度より午前中の実施とした。２年生は生活科で  

 取り組んできた『親子けん玉大会』を体育館で参観者に公開した。  

 ４年生は、隣接する坂本はなのきセンターを借りて、保護者ととも  

 に保健師による『命の学習』を学んだ。  

  １１月２６日（水）特別支援学級「なかよし学級」では、ＪＡの  

 方を講師に招いて郷土の「からすみづくり」を実施した。  

   １１月２０日（木）～１２月１日（月）の５日間、担任と保護者  

 の個別懇談会を実施した。１人あたり１５分間と短い時間であった  

 が、子ども達の成長したところを中心に相互交流し、担任と保護者  

 が心通わせると共に子どもの成長を共有し、今後の支援の方向性を  

 確認することができた。 

成果及び課題  ○全校授業参観では子ども達の良さを授業の様子から見ていただく  

  ことができた。また、兄弟関係に配慮し、低学年、高学年と分け  

  て行ったので、多くの保護者に子ども達の真剣に授業や活動に取 

り組む姿を参観してもらうことができて良かった。  

 ○２年生は、積み重ねた努力の成果を競技会で発揮し、その姿を保  

  護者に見てもらい、自信を深めることができた。 

 ○４年生は、出産についてや赤ちゃんの育て方を学ぶことを通して  

  命の大切さについて親子で学ぶことができた。  

 ○個別懇談会では、担任と保護者で子どもの良さを共有することが  

  できた。担任と保護者の信頼関係が深まっていった。  

 ●児童数が多いので、駐車場の確保が大変である。今後は、徒歩の  

  参加を呼びかけていきたい。（徒歩による親子での登下校等）  

 ●今後、関係諸機関と連携して地域の人材活用のあり方を探ってい  

  きたい。 

 


